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当上期決算のポイント

1. 貸借取引残高の回復

2. 国債運用の実現益と評価損

3. 連結対象会社の影響
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貸借取引月別平残推移
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貸借取引のスキーム図（1）
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貸借取引のスキーム図（2）
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貸借取引のスキーム図（3）
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単体決算の状況

除く品貸料

△336
（ △2.9％ ）

11,60311,266営業収益

△150
（△12.3％）

1,2191,069当期純利益

△455
（ △23.0％ ）

1,9761,520経常利益

1,092
（18.0％）

6,0497,141

比　較前上期当上期

単位:百万円
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部門別営業収益の推移
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保有日本国債の残高推移

貸借対照表の国債残高推移
単位:百万円

528,756456,005147,222残存1年超

577,160753,936849,262残存1年以内

1,105,9171,209,941996,484国債残高

15/9末15/3末14/9末
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保有国債の運用益と評価損

株式市場低迷+短期金利の超低金利
による貸借取引部門の収益低迷

→保有国債の期間の長期化により収
益補完
上期運用実現益 約10億円

→長期金利上昇により評価損発生
15年9月末評価損 約147億円
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連結会社の概況

子会社

日証金信託銀行 減収・減益

日本ビルディング 順調

日本事務サービス 横ばい

持分法適用会社

日本証券代行 減収・赤字

日本電子計算 減収・赤字
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日証金信託銀行の概況

単位：百万円

△312846533当期純利益

△5661,460894経常利益

△4461,9101,464経常収益

増減額前上期当上期

前上期の国債売却益870百万円の剥落が減益
要因

貸出金や短期金融市場での運用は順調
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日証金信託銀行の業務展開

貸出金は貸付手法を多様化

→政府保証付き貸出やシンジケート・ローンへ

の取組

中期国債への投資増加

顧客分別金信託・・・受託社数トップ・残高増加

有価証券運用信託・・・横ばい
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連結決算の状況

除く品貸料

△857
（ △5.4％ ）

15,60514,748営業収益

△1,025
（△49.3％）

2,0761,051当期純利益

△1,537
（ △43.7％ ）

3,5181,980経常利益

571
（5.6％）

10,05210,623

比　較前上期当上期

単位:百万円
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貸借対照表のポイント

当社単体 決算短信：P２４，２５
･「貸借取引貸付金」の増加

・「有価証券」の減少、「投資有価証券」の増加

・「その他有価証券評価差額金」の減少

日証金信託銀行 決算概況：P８，９
･「有価証券」「貸出金」の増加

連結ベース 決算短信：P９，１０
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損益計算書のポイント

当社単体 決算短信：P２６
･「貸付金利息」 「有価証券貸付料」の減少

・国債運用による「その他」勘定の増加

・一般管理費の増加

日証金信託銀行 決算概況：P１０
･「資金運用収益」の増加、「債券売却益」の減少

連結ベース 決算短信：P１１
･持分法による投資損益の減少
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自社株買いの状況

株主総会決議枠

　　株数 　6,000千株
取得価額 　3,000百万円

当上期の買付

株数 　1,461千株
取得価額 　 724百万円
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通期の見通し（単体）

9439571,900当期純利益

2212,6792,900経常利益

81021,19022,000営業収益

比較前期実績予想数値

単位：百万円
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通期の見通し（連結）

1,2541,7463,000当期純利益

2814,7195,000経常利益

1,33928,66130,000営業収益

比較前期実績予想数値

単位：百万円
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当上期決算と今後の経営課題

日本証券金融株式会社

取締役社長 小 島 邦 夫
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日経平均と売買高

平均株価と売買高
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信用残高と貸借残高

信用残高と貸借残高
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注意事項

本資料には、業績予想に関わる記述が
含まれています。こうした記述は、将来の
業績を保証するものではなく、リスクや不
確定要因を内包するものです。将来の業
績は、株式市況・金融情勢などにより、大
幅に異なる可能性があります。


	平成１６年３月期  中 間 決 算 説 明 会
	当上期決算のポイント
	貸借取引月別平残推移
	貸借取引のスキーム図（1）
	貸借取引のスキーム図（2）
	貸借取引のスキーム図（3）
	単体決算の状況
	部門別営業収益の推移
	保有日本国債の残高推移
	保有国債の運用益と評価損
	連結会社の概況
	日証金信託銀行の概況
	日証金信託銀行の業務展開
	連結決算の状況
	貸借対照表のポイント
	損益計算書のポイント
	自社株買いの状況
	通期の見通し（単体）
	通期の見通し（連結）
	当上期決算と今後の経営課題
	日経平均と売買高
	信用残高と貸借残高
	注意事項

